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テーマ

大規模攪乱後の生態系回復プロセスとそれを担保する河
川構造
：2つの時間軸（平成29年7月九州北部豪雨と1720年6月
享保水害）に着目したアプローチ

概要

短期だけでなく長期的な経過時間を含めた生態系回復プ
ロセスを、各種の生態的特性を加味しながら解明するこ
と、また、激甚化した災害レベルでも生態系回復のソース
となりうる空間構造とその複雑性を流程ごとに特定する。

評価の凡例

　　a：研究目的は達成された十分な研究成果であった

　　b：研究目的は概ね達成された研究成果であった

　　c：一定の研究成果であった

　　d：研究成果があったとは言い難い
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